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資料 １ 

 

新型コロナウイルス感染症 小金井市緊急対応方針（第１弾） 

 

 新型コロナウイルス感染症の拡大に伴い、令和２年４月７日に新型インフ

ルエンザ等対策特別措置法に基づく緊急事態宣言が発出されました。東京都

は５月６日までとして緊急事態措置を行っておりますが、市民生活への深刻

な影響とその長期化が懸念されます。  

 市では、「新型コロナウイルス感染症 小金井市緊急対応方針」に基づき、

市議会の皆様のご理解を得ながら適切な予算措置を講じて、「いのちを守る」、

「くらしを守る」、「地域を守る」取組を進め、そのために「市民サービスの

基盤を守る」取組を進めてまいります。  

  

１ いのちを守る  

感染症を予防し、医療体制を確保するとともに、市民の皆様の安心に向けた

情報提供を行います。  

⑴ 発熱外来・ＰＣＲ検査センターの整備  

⑵ 医療機関や福祉施設におけるマスク等の調達支援  

⑶ 集団健診の個別健診化  

⑷ 施設の休館継続とイベントの延期・中止  

⑸ 市内公園における感染防止  

⑹ 各種手続きの郵送対応、各種相談の電話対応の推進  

⑺ 東京都知事選挙における感染症予防対策  

⑻ わかりやすくスピーディな情報提供  

 

２ くらしを守る 

感染症拡大の影響が市民のくらしに与える影響を抑えて、セーフティネ

ットを強化する取組を迅速に進めます。  

⑴ 特別定額給付金（仮称）の迅速な支給  

⑵ 子育て世帯臨時特別給付金の迅速な支給  

⑶ 保育施設及び学童保育所での保育の確保  

⑷ 市立小中学校における学習課題の送付やインターネット等を活用し 

た家庭学習の支援  



 

 

⑸ 児童・生徒の心のケアの充実  

⑹ 生活困窮者への住宅確保給付金の要件緩和  

⑺ ＤＶ、児童及び高齢者等への虐待防止のための相談窓口の充実  

⑻ 市税、国民健康保険税や下水道使用料等の支払い猶予及び減免  

⑼ 国民健康保険における傷病手当金の支給  

 

３ 地域を守る 

地域を支える市内事業者や市と協働事業を行う事業者に対して、経営継

続に向けた支援を行います。 

⑴ 融資相談専用窓口の開設  

⑵ 市内事業者の資金繰りの支援  

⑶ 地域のニーズを踏まえた飲食店への支援  

⑷ 障がい者、高齢者、子育て支援等の協働事業者へ支援  

 

４ 市民サービスの基盤を守る  

市民サービスを継続して提供するため、その基盤となる業務継続体制を

確保し、国や東京都の支援策を活用します。 

⑴ 業務継続体制の確保  

⑵ 市職員及び窓口等における感染防止  

⑶ 国や東京都の支援策の活用  
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新型コロナウイルス感染症 小金井市緊急対応方針（第２弾） 

 

 市では、新型コロナウイルスの感染拡大に対応し、市民生活を守るため、

令和２年４月２４日に、「新型コロナウイルス感染症 小金井市緊急対応方

針（第１弾）を公表し、「いのちを守る」、「くらしを守る」、「地域を守る」、

「市民サービスの基盤を守る」取組を進めているところです。  

 市民生活への深刻な影響の長期化に迅速に対応するため、「新型コロナウ

イルス感染症 小金井市緊急対応方針（第２弾）」をお示し、市議会の皆様の

御理解を得ながら、新たな対応策に取り組んでいきます。  

 第２弾以降についても、引き続き、各施策の具現化を図りつつ、必要な支

援を拡充するために更なる取組を検討します。  

  

１ いのちを守る  

感染症を予防し、医療体制を確保するとともに、市民の皆様の安心に向

けた情報提供を行います。  

⑴   発熱外来・ＰＣＲ検査センターの整備  

 発熱外来については、近隣市の病院の発熱外来をかかりつけ医により

紹介していただきます。ＰＣＲ検査センターについては、府中市、国分

寺市、国立市及び本市の４市医師会が設置・運営を行い、５月中の開設

を予定しています。本市では、感染防護衣、搬送用自動車の準備、医師

等の執務費補助等、ＰＣＲ検査に係る総合的な支援を行います。  

⑵   医療機関及び福祉施設におけるマスク等の調達支援  

 この間の感染拡大防止の取組等により、マスク約１２万枚など新型イ

ンフルエンザ対策の備蓄分を既に提供してきました。今後は、感染防護

衣、マスク、消毒液、フェイスシールド等を購入し、再備蓄を進めます。  

⑶   集団健診の個別健診化  

   妊婦歯科健診の個別化など各種健診の個別健診化については、５月中

の開始に向けて準備を進めています。今後、未受診者へのフォロー手法

の確立を図ります。  

⑷   施設の利用中止及びイベントの延期・中止  

  施設の利用については市民の安全を確保することを第一に考え、緊急

事態宣言の状況等から判断し、おおむね５月末まで施設を臨時休館とし

ているところです。また、５月８日に「市及び関係団体が実施するイベ

ント等の取扱いについて（方針）」を公表し、市が実施するイベント等は、

５月３１日までの間、原則中止又は延期としています。  

  今後においても感染状況に応じての判断となりますが、各施設とも感
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染防止対策を図った上で、段階的な施設の再開に向けて準備を進めてい

きます。  

⑸   市内公園における感染防止  

  主要公園への注意喚起、公園遊具の一部使用中止等を行っています。

今後も集団利用、長時間利用の自粛のお願いを行っていきます。  

⑹   各種手続の郵送対応、各種相談の電話対応の推進  

 郵送対応等により、窓口への来庁による感染リスクの軽減に努めます。   

⑺   東京都知事選挙における感染症予防対策  

  投票所における感染防止対策とともに、投票所の密集を避けるため、

東小金井駅開設記念会館（マロンホール）における期日前投票の日数増

を実施する準備を進めます。  

⑻ わかりやすくスピーディな情報提供  

  市報、ホームページ、広報掲示板等、様々な媒体により、その特性を

いかした情報発信に努めています。緊急事態宣言下における広報として、

小金井市 CoCo パトロール隊による市内巡回広報、防災行政無線、安心・

安全メール、ツイッター等による発信を行っています。  

 

２ くらしを守る 

感染症の拡大が市民のくらしに与える影響を抑えて、セーフティネット

を強化する取組を迅速に進めます。  

⑴   特別定額給付金の迅速な支給  

 インターネット（オンライン）申請方式の早期申請分及び特例措置（ダ

ウンロード版申請書）申請方式の申請分の５月２８日の支給に向けて作

業を進めるとともに、郵送申請方式については、５月２５日の発送に向

けて準備を進めています。  

⑵   子育て世帯への臨時特別給付金の迅速な支給  

 児童手当（特例給付を除く。）を受給する世帯に対し、対象児童一人

につき１万円を支給します。６月１０日頃の支給に向けて、現在、準備

を進めています。  

⑶   子育て世帯等への支援  

 ひとり親世帯への市独自の支援策として、児童扶養手当の受給者に対

し、臨時・特別の給付措置を予定しています。また、育児支援ヘルパー

事業の対象者を拡大するとともに、利用者負担を軽減し、切れ目のない

支援を図るため準備を進めます。タクシー乗車に利用できる商品券の配

布など妊婦の方々への更なる支援強化に取り組んでまいります。  

⑷   保育施設及び学童保育所における保育の確保  
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 保育園及び学童保育所では、登園・登所の自粛を保護者に要請しつつ、

保育を実施しています。また、登園・登所の自粛期間の保育料・育成料

につきましては、登園・登所日数に応じた還付等に向け準備を進めてい

ます。  

なお、保育園では、緊急事態宣言解除後も一定期間引き続き登園自粛

の継続を検討しています。学童保育所では、学校の再開状況により登所

自粛の継続について検討します。  

⑸   市立小・中学校における学習課題の送付、インターネット等を活用し 

た家庭学習の支援  

 児童又は保護者による週２回までの連絡日を設定し、学習課題の送

付・提出を実施するとともに、インターネットを活用した学習の支援に

ついて検討・準備しています。今後、課題提出後の学習のフォローアッ

プの更なる実施及びインターネット環境が整わない家庭へのＩＣＴ機

器貸出し支援を実施します。  

また、臨時休校期間にも子どもたちの学びを継続し、ＩＣＴ技術を活

用した教育機会を確保するため、児童・生徒一人につき１台ずつの教育

用パーソナルコンピューターの配備及びこれに伴う各学校の情報通信

環境の整備を迅速に進めます。  

⑹   児童・生徒の心のケアの充実  

 学校では、子どもの心の安定を図るため、全員にアンケート調査を実

施し、スクールカウンセラー、スクールソーシャルワーカー等と連携し、

対応していきます。また、児童館の閉館並びにプレーパーク及び校庭開

放中止による子どもの心的ストレスを緩和するため、自宅でできる工作

等の動画等を配信しています。子ども及び保護者の孤立を防ぎ、不安感

を解消するための電話窓口を開設しており、児童館開館までの間は継続

します。市ホームページに「自宅で楽しめる動画」（健康・スポーツ・歴

史・文化・観光・教育・子育て）を配信しており、今後も動画を含めた

情報発信を推進していきます。  

⑺   生活困窮者への住居確保給付金の要件緩和  

   ４月２０日から支給対象者が拡大され、離職した方に加えて、やむを

得ない休業等によって収入を得る機会が減少した方も支給対象となり

ました。今後の申請件数の増加への対応を進めていきます。  

⑻   高齢者世帯への支援  

 外出を控える高齢者の命にかかわる熱中症対策として、冷房機器の購

入及び設置に要する費用の助成を予定しています。 

⑼   障がいのある方への支援  
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 聴覚障害のある方への意思疎通に係る支援として、市内民間事業者か

ら寄贈されたフェイスシールドを手話通訳の際に活用してもらうよう、

手話通訳者関係団体へ配布しました。  

⑽   ＤＶ、児童及び高齢者等への虐待防止のための相談窓口の充実  

 男女共同参画室では、ＤＶ相談窓口を周知するとともに、個人情報保

護に配慮しながら、関係各課と連携し対応を行っています。子ども家庭

支援センターでは、職員による訪問又は電話連絡を実施しており、学校

等関係機関と連携を図りながら、引き続き児童及び家庭の相談支援に努

めていきます。  

⑾   市税、国民健康保険税、下水道使用料等の支払猶予及び減免  

  市税、国民健康保険税については、新型コロナウイルスの影響により

収入の減少があった方は納税相談を行い、必要な方には徴収猶予の手続

を取っています。相談等の増加に対しては、体制を整え、きめ細やかな

対応に取り組みます。下水道使用料については、支払が困難な事情があ

る場合に徴収猶予を実施しており、今後も周知を継続します。  

また、国民健康保険税、後期高齢者医療保険及び介護保険料の減免を

行うよう準備を進めています。国民年金保険料の納付が困難となった場

合については、臨時による特例免除を行います。  

⑿   国民健康保険等における傷病手当金の支給  

  労働者が感染した場合及び感染が疑われる場合に休みやすい環境を 

整備し、感染拡大の防止を図るため、国民健康保険及び後期高齢者医療

保険の加入者のうち、一定の要件を満たした被用者に対し傷病手当金を

支給するよう規定の整備を行っています。  

⒀   自転車駐車場定期利用者への支援策  

   休学の影響により自転車駐車場を利用できない状況を踏まえ、学生の

定期利用者を対象とした支援策を検討します。  

３ 地域を守る 

地域を支える市内事業者及び市と協働事業を行う事業者に対して、経営

継続に向けた支援を行います。 

⑴   融資相談専用窓口の開設  

東京都の中小企業診断士派遣制度を活用し、市内事業者から融資の相

談等を受ける専用窓口を開設しました。  

⑵   市内事業者の資金繰りの支援  

 小口事業資金融資あっせん制度における経営安定化緊急資金につい

て、申込要件の緩和に加えて事業者の金利負担を実質ゼロとする制度の

運用を開始しており、利用の拡大を図ってまいります。今後、売上げが



5 

 

減少している市内事業者を対象とした固定費の負担軽減等による市独

自の事業継続支援に、スピード感を持って取り組みます。  

⑶   雇用に関する支援  

 事業者の雇用支援策については、雇用調整助成金等、国及び東京都の

支援制度について、市ホームページ及びチラシによる広報を実施してい

ます。また、新型コロナウイルス感染拡大の影響による離職者、学生等

に対する支援のため、市の会計年度任用職員として雇用を図ります。  

⑷   地域のニーズを踏まえた飲食店への支援  

 事業者間の連携による、弁当のテイクアウトやデリバリーの取組につ

いて、市ホームページ、ツイッター、市職員への呼びかけ等により積極

的に周知を図っています。今後、商工会及び観光まちおこし協会と連携

し、地域の実情を踏まえた施策の検討を継続します。  

⑸   障がい者、高齢者、子育て支援等の協働事業者への支援  

 市内介護事業所及び各地域包括支援センターにマスク２００枚を配

布し、児童発達支援及び放課後等デイサービス事業所にマスク１，６０

０枚余りの追加配布を行いました。今後、引き続き医療資材等の支援を

行うとともに、福祉等に関する事業者からの相談に対し、丁寧な対応を

行ってまいります。また、保育園における定期保育、一時預かり及び延

長保育の登園自粛に伴う減収分の補填措置の準備を進めています。  

 

４ 市民サービスの基盤を守る  

市民サービスを継続して提供するため、その基盤となる業務継続体制を

確保し、国及び東京都の支援策を活用します。 

⑴   業務継続体制の確保  

 市職員の感染予防、業務継続を目的に４月１３日から交代制在宅勤務

を実施しています。また、現在の状況下における当面の執行体制を構築

するため、業務継続計画（ＢＣＰ）の更なる推進を図ります。  

⑵   市職員、窓口等における感染防止  

 窓口における飛沫感染防止のためのビニールシートの設置、消毒、消

毒液の設置及び職員のマスク着用を実施しており、今後も感染防止対策

を継続します。また、新型コロナウイルスに関する対応（健康管理、自

粛関係、時差出勤制度の活用等）を全職員に通知しています。  

⑶   国及び東京都の支援策の活用  

  国及び東京都の支援策を最大限活用し、必要な対応を進めてまいりま

す。  

 



どんな状況でも（登校できなくても）

幅広い分野で、新しい価値を創造できる人材の育成
ー産学連携・地域連携・人材の活用のさらなる充実ー

『知る』⇔『創る』の循環

ICTを活用した「未来の小金井教育推進プラン」

教育資源の情報化
（共有ホルダーの活用）

・指導事例・実践の共有
・教材の共有
・個別対応事例の共有

校務の情報化
（校務用パソコンの活用）

・起案決裁の効率化
・成績管理の効率化
・各種計画の共有

プログラミング教育
○答えのない問い

○論理的思考力の育成
ーAARサイクルの実践ー

個別最適化学習の推進
○いつでも （必要とする時）

○どこでも （学校・家庭でも）
○何度でも （納得するまで）
○

超情報化社会を
生きる力の育成

○万全のセキュリティー
スキルの獲得

○情報リテラシー獲得
（プレゼンテーション能力・
タイピング等）
○情報活用の能力

協働学習
の推進
まなびポケット・
G Suiteの活用

EdTech等の活用

どんな状況でも（登校できなくても）

小金井GIGAスクール構想
子供１人に１台のコンピュータの整備
高速インターネット環境の整備

子供１人ひとりの「Agency」の育成

新しい授業を創造
する教師へ

☆１人ひとりの特性や習熟の程度に応じて

教員の
働き方改革

教育スローガン

情報共有による
業務の削減・効率化

ーSTEAM教育の推進ー

○効率的な知識の獲得と
創造的な学びの充実

○アクティブラーニングの
さらなる充実

様々な課題に対して当事者意識をもって、
創造的に問題解決しようとする子供の育成

１新たな価値を創造する力
２責任を取る力
３緊張関係やジレンマを調整する力

AARサイクルでの実践

資料２

笑顔いっぱい、ワクワクいっぱい。



Agencyとは：（OECD Education2030 プロジェクトより）

自ら考え、主体的に行動して、責任をもって社会変革を実現していく力
・これまでの枠にとらわれず、新しい価値を創造する力・将来の目標を見据え、責任をも
って行動する力・自ら積極的に、対立やジレンマを調整する力
☆小金井市では、その子の特性等を踏まえ、その子なりの「Agency」を育むことを目的とす
る。

STEAM教育とは：
Science、Technology、Engineering、Art、Mathematicsの頭文字をとったものである。こ

れは、AI等の進展により、人の役割が大きく変化し、複雑化する現代社会の問題を、各教
科・領域特有の知識や考え方を統合的に働かせて解決しようとする学習である。
その目的として
①科学・技術分野の成長や革新・創造に特化した人材育成を志向する
②すべての児童生徒に対する市民としてのリテラシーの育成を志向する

☆小金井市では、子供の実態を踏まえ、ICTを効果的に活用して協働学習を充実させることに
より、STEAM教育に取り組む。

超情報化社会を生きる力とは：
AIやビックデータの活用による最近の情報化の進展は、人間の生き方そのものを大きく変
える可能性がある。そのような「超情報化社会」の中でも、情報に振り回されることなく、
情報を適切に扱い、自分らしく、よりよい生活を送れるようになるための「新しい情報活用
能力」を身につける必要がある。
☆小金井市では、今後、次世代教育推進委員会において、１人1台のコンピュータ活用方法の
検討だけでなく、未来を豊かに生きることができる情報リテラシーについて検討するととも
に、定着に向けた教材開発を行うこととする。

知る→創るの循環とは：
教科や総合的な学習の時間や特別活動等のカリキュラム・マネジメントを通じ、１人ひと

りの子供の学びに対するワクワク感を呼び覚まし、知識を習得する（＝「知る」）ことと、
探究・プロジェクト型学習（PBL）の往還を通し、創造的・論理的に思考し、未知の課題の
解決策を見出す（＝「創る」）こととが循環する学びを実現すること。

☆小金井市では、デジタル教材や動画等により、効率的に知識を獲得することによって、友
達や教師さらに、専門家等との対話を重ねる時間を確保し、未来を創造する基礎を学び、未
知の問題解決への意欲を高めることを目的とする。

個別最適化学習とは：
スタディ・ログ等を蓄積した学びのポートフォリオを活用し、子供１人ひとりの学習傾向

や活動状況を捉えて、教師が子供に適切な学習課題を自覚させること、及び、子供が自ら自
身の課題を解決するための学習課題や教材を選択できる環境を整えること。
☆小金井市では、どのような環境下でも、「学びを止めない環境」を整えることを加える。

新しい授業を工夫・創造する教師とは：
未来の教育を実現するためには、教師の「権威」や「指揮権」を手放し、「教壇の賢人」

から「子供の学びに寄り添うガイド役」になることが求められる。
☆小金井市では、子供の声に耳を傾ける能力、子供が自ら解決したいと思える課題を提供で
きる能力、子供の思考を広め、深めるための適切な問い掛けができる能力、子供の思いを形
に示す能力、子供がもてる力を形にする能力、学級集団の共通のビジョンを明確にし、実現
可能な方向に導く能力等を、未来の小金井の教育を実現する教員に求められる能力であると
捉える。また、これらの能力は、保護者・地域等にも浸透することを期待するものである。


